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１．はじめに 

 筆者らは、授業内外での学習者の自律学習を促

し、同時に、作成者にとって平易で低コストの教

材開発を目標とする英語教育を中心とした WBT

システム WebITs1)を開発・運営している（越智・

倉本 2004）。本年度は利用者である学習者対象の

当該システムに対する昨年度実施した質問紙調査

の結果を重視し、調査結果分析を土台として、自

律的な学習をより高めるような WEB デザインに

改良した。この新しいデザインでの２ヶ月間の運

用において、さらに現在の学習者の意識調査を実

施した。 

ここで述べる自律学習とは、Vygotsky の概念発

達論（1987、1997a、1997b）に基づき、「概念の段

階の言葉」による思考段階、換言すれば、メタ認

知が意識的・自覚的に行なえる段階の学習が可能

になることをいう。母語習得とは異なり、外国語

学習においては教育の場での学習が必要であり、

そのための適切な学習環境デザインが必須となる。

状況論の観点からは、特に社会の文脈に応じた学

習環境が望まれる。社会、ここでは教育の場にお

けるアーチファクト 2）（PC）と学習者、教員の相

互的な協働作業の進行を充実させることで、学習

者の意識的・自覚的学習行為を促すデザインとす

ることが目的である。 

 

２．質問紙調査の目的と方法 

２．１ 調査の目的 

 本調査では、教室内外での学習活動の場である

COP3）（community of practice：Wenger, 1998）にお

いて、学習者が活用する PC に対し、どのような

意識を持っているのかを分析する。学習者自身が、

PC 活用の学習を評価する場合に、それらの意識の

影響があるのかを調べ、より学習者にやさしい学

習環境を提供するための基礎資料とすることが目

的である。「やさしい学習環境」とは、上述した自

律学習が促されるような学習環境を指す。 

 

２．２ 調査の方法 

参加者は、私立大学非英語専攻の日本人大学生

165 名(18 歳～20 歳)である。調査の方法は、WebIts

を使い始めて 2 ヶ月経った 6 月一週目の授業時間

中である。質問紙 14 項目、（4 段階リカートスケ

ール）をオンライン調査方法にて実施した。調査

結果の記述統計、重回帰分析を行なった。質問項

目は、下記の通りである。 

１．PC でインターネットを使うのが好きだ 

２．PC での E-mail のやりとりは楽しい 

３．携帯電話でのメールのやりとりは楽しい 

４．PC を使って英語を勉強するのは楽しい 

５．キーボードを打つのが前よりも速くなった 

６．自宅でも PC を使う 

７．インターネットでの検索は得意だ 

８．WebITs が認証式になって便利だ 

９．自分の学習記録が閲覧できるのは便利だ 

１０．自分の学習記録を元に学習計画を立てようと思う 

１１．授業外の努力の結果が記録され、評価されるのは良い 

１２．教材はペーパーよりも PC 上で閲覧する方が良い 

１３．教材はペーパーよりも PC 上で編集する方が良い 

１４．ペーパー教材よりも PC 上にある練習問題の方が授業

外でも取り組み易い 

リカートスケール質問紙 14 項目の信頼度係数

は Cronbach’s coefficientα=.8038 である。４段階

の尺度構成は下記の通りである。 

1．当てはまらない、2．あまり当てはまらない、 

3．少し当てはまる、4．当てはまる。  

 

３．質問紙調査の結果と考察 

３．１ 結果 

 次ページの表１に回答の度数を記載する。学習

者の電子ネットワークに関する「好み」を問う質
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問（１～４）に関しては、インターネット情報利

用に関する好みは、87.3%がプラスイメージの回

答、電子メールに関しては、PC よりも携帯での操

作を好んでいるが、PC 利用の英語学習については、

56.7％が｢楽しい｣（図１）というイメージを持っ

ている。 
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図１．PC を使って英語を勉強するのは楽しい 

 

PC 操作面の「技術」については、7 割以上が自

宅でも利用し、5 割以上が検索については得意で

あると感じ、7 割以上がキーボード操作が早くな

ったと回答している。WebITs の「プログラムに対

する意識」に関しては、認証式であることの利便

性を 58.8％、自身の学習記録閲覧の利便性を

84.8％を越える学習者が認め、51.5%が記録を利用

して学習計画を立てようと思い、授業外の課題取

り組みが評価されることへの賛同は 85.5%である。

PC 利用の学習法に関しての評価は、閲覧に関して

は、50.9%が肯定的（図２）、編集に関しては、62,4%

が肯定的（図３）、授業外での取り組みに関しては

62.4%が肯定的な意識（図４）を持っていると判

明した。 
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図２．教材はペーパーよりも PC 上で閲覧する方が良い 
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図３．教材はペーパーよりも PC 上で編集する方が良い   
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図４．ペーパー教材よりも PC 上にある練習問題の方が授業

外でも取り組み易い 
 

表１．PC 学習に対する意識調査結果 

 

質問番号　　　　尺度　　 1 2 3 4

1 8 13 51 93
2 42 43 52 28
3 10 19 42 94
4 20 53 68 24
5 12 34 69 50
6 23 18 44 80
7 10 62 46 47
8 13 55 65 32
9 3 22 71 69

10 24 56 67 18
11 2 22 82 59
12 23 58 57 27
13 24 46 64 31
14 21 41 68 35

数値は回答人数 

３．２ 考察 
 上記のような結果から、PC 利用学習法を肯定的

に捕らえる（質問番号 12～14）ことの要因が、「好

み」（質問番号 1～4）「技術」（質問番号 5～7）「プ

ログラムに対する意識」（質問番号 8～11）のいず

れとなっているかを重回帰分析で調べた。有意確

率.05 で、＃12～14 共通に、「好み」の分類にある

＃４：PC を使って英語を勉強するのは楽しい、「プ

ログラムに対する意識」の分類にある＃10：自分

の学習記録を元に学習計画を立てようと思う、が

要因として現れている。つまり、近年の若者が日

常社会生活で使い慣れているいわゆるゲーム感覚

的なアーチファクトである PC を学習に利用する

ことが、英語学習を楽しいものとしているといえ

よう。社会に存在する道具とヒトとのネットワー

クが社会における相互行為 4）として意味ある働き

をしたといえる。また、同じ学習者の 57%が 4 月

学習開始期に行なった質問紙調査で、「英語学習が

好きですか」という問いに「いいえ」と答えてい
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る数値と比べても、PC を利用することで英語学習

への肯定的な学習態度や、学習計画を立てようと

思う自律的な学習傾向が促されたといえる。 

 さらに、教材の編集、つまり英作などの作業で

あるが、これには「技術」の分類にある#５：キー

ボード操作が速くなった、という技術面での要因

や、#９：自分の学習記録が閲覧できることのメリ

ットが要因としてあがっている点、メタ認知的学

習習慣が養われ、自律学習へと導かれているとい

える。授業外での取り組みについても同様な傾向

が伺える。 

 以上のような、学習者の傾向と好みを満足させ

たプログラムへの具体的な改良点は次節で述べる。 

 

４．個人認証機構 

４．１ 認証の枠組み 

 WebITs は Linux 上で構築されており、開発言語

として Perl を採用している。昨年度までは、認証

機構は設けず、学習者の学籍番号や名前などが必

要な場合は、個人申告に頼っていた。しかし、個

人個人への確実なフィードバック、学籍番号やメ

ールアドレスの活用のためにも、個人認証機構を

実装した。 

 Web サーバと Web ブラウザによる認証は、RFC 

26175)にて、Basic 認証と Digest 認証が規定されて

いる。しかし、提供される機能はあくまで認証の

みのため、認証保持時間、ユーザデータの保持な

どが不可能であり、WBT システムの認証機構とし

ては機能不足である。この問題点を解決する認証

機構として、セッション管理システムが挙げられ

る。筆者らは、Perl と CPAN6)拡張モジュールであ

る CGI::Session 7)によるセッション管理システム

を採用し、実装した。セッション管理システムの

概要を図１に示す。 

 クライアントがサーバにアクセスする際には、

必ず認証を必要とする。認証が成功すると、クラ

イアントに対してユニークなセッション ID が発

行され、Cookie にセッション ID を保存する。以

降のアクセスでは、このセッション ID をチェッ

クすることで、認証済かどうかをサーバ側は判断

する。 

 

４．２ セッション管理システムの利点 

 セッション管理システムを導入することにより、

以下の利点が挙げられる。 

１) ユーザを、学習者、管理者などに分類し、ユ

ーザ情報として持つことが可能になる。 

２) ユーザの種類によって CGI プログラムの実

行権が設定可能なため、学習者からは管理用

CGI を実行不可能に設定出来る。そのため、

セキュリティが向上する。 

３) 必ず認証を行う必要があるため、誰がどのフ

ァイルにアクセスしたか、問題に対してどの

ような回答を行ったか、厳密にログを取るこ

とが可能である。 

４) 学籍番号、名前、成績などのユーザデータを

容易に保持し、平易なプログラムで相互利用

が可能になる。 

 これらの利点は管理側として非常に重要なもの

である。特に、３）、４）はオンライン試験の実施、

質問紙型アンケート調査等には必要不可欠である。 

 また、前節でも述べたように、学習者側もセッ

ション管理システムによる認証機構や、認証機構

によって実現された自己の学習記録の閲覧の利便

性を評価している。 

 

５． まとめ 

 このように利用している学習者を対象とする質

問紙調査を年に数回行い、それらの結果を土台と

して、当該システムをより学習者にやさしい WBT

学習プログラムとして改善し、提供している。冒

頭でも述べたように、「やさしい」ということは、

学習者の意識的・自覚的学習行為を促すデザイン

とすることを目的としている。 

１：ログイン 

２：セッション ID 発行 

クライアント サーバ 

３：ﾘｸｴｽﾄ＋ｾｯｼｮﾝ ID 

４：認証済 

図５．セッション管理システム概要 
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状況論的アプローチにおいては、道具のエコロ

ジー（上野, 2001）ということを考える。「ある道

具やオブジェクトのデザインがどのように生み出

されるかは、・・・さまざまな参加者の交渉のあり

方を具体的相互行為として見ていく中で可視的に

なっていくように思われる。（上野, 2001, 36）」と

いう指摘にあるように、実際の COP での観察を続

けることと同時に、参加者である学習者からの定

期的な意見聴取を合わせることは、WBT のインタ

ーフェース改善に欠かせない基礎であると考える。

Norman(1998)では、「我々はコンピュータを使いた

いのではなく、実際に意味のある仕事をしたいの

だ」ということを述べている。学習者にとって意

味のある作業を実現させるには、学習 COP が教室

の内外にあることが重要な点であると筆者らは考

える。自律学習を促進するため、社会におけるア

ーチファクトと学習者の快適な相互行為の補助と

して、常に変化をする学習者のニーズや社会要件

の変化に伴う可変的な学習 WBT インターフェー

スを提供し続けることが重要であろう。 

 

６．今後の課題 

美馬（2001）の指摘にあるように、状況論では、

PC を「教える道具」から「思考の道具」へと捕ら

えなおし、アーチファクトが学習者の思考を効果

的に支援するデザインへと常に変化させていくこ

とが今後の課題となる。 

 今回の質問紙調査での特記事項で、「自宅にイン

ターネット環境がないが、自宅でも WBT を利用

したい」という要望が複数あった。そのため今後

は、インターネット環境のない場合でも利用可能

な WBT システムの構築を予定している。具体的

には、以下の２点が挙げられる。 

１) 携帯電話から利用可能な WBT システム。 

２) スタンドアローンPC内で動作するWBTシス

テムを構築し、サーバ接続時に自動更新され

る環境の構築と、これらを実現するためのソ

フトウェアの開発。 

この２点により、まさにユビキタスに「どこで

も学習可能な環境」が実現されるのではないかと

考える。 

注： 
1） http://www.kure.hirokoku-u.ac.jp/int/kuramoto/2005/ 
2） 状況論における用語で、道具・器具の意。環

境において、人間と伴に動作するもの、例え

ば PC は COP 内の人間の活動の認知的な媒介

として機能している。 

3） 状況論における用語で、職場や学校など社会

における正統的周辺参加実践の場。 

4） 状況論における用語で、相互作用（実践のコ

ミュニティ COP への参加を通して、周りの環

境と学習者との関係の変化が起こり、学習者

自身の自己理解の変化や知識･技能の変化が

見られるなどの作用を指す。）による人の行

為・行動を指す。 
5） http://www.ietf.org/rfc/rfc3986.txt 
6） http://www.cpan.org/ 
7） http://search.cpan.org/~sherzodr/CGI-Session-3.95/ 
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